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1 はじめに

インターネット上の情報は増加傾向にあり，ユーザ

は様々なサービスを享受することができるようになっ

た．その中の１つに料理に関するレシピを集め，多く

のユーザが共有できるようにしたレシピサイトがある．

レシピサイトには 10万を超えるレシピが登録されて

おり，その中からユーザが求める条件に適したレシピ

を提示する必要がある．また，ユーザの要求は多岐に

わたり，幅広い対応が求められることになる．

そこで本研究ではNTCIR-11 CookingRecipeSaerch（以

下，RecipeSearchとする）の開催する評価型ワークシ

ョップに参加し，検索精度の向上のための自動拡張を

行った．

2 タスクの概要

RecipeSearchとは料理レシピ検索に関する参加型ワー

クショップである．ワークショップとは複数の研究者が

集まり，共通の研究対象に対して研究を行い，評価を

するものである．

本研究ではアメリカのレシピ情報サイトであるYummly[2]

に登録されているレシピのうち 101,783件の英語レシピ

を検索対象とし，同じく Yummlyから提供されたユー

ザの検索履歴の 500件を検索要求として提供された．

また，500件の検索要求のそれぞれには適合と思わ

れる正解例のレシピがそれぞれの検索要求に対し，1～

3件用意されている．

それぞれの研究者は正解例のレシピを導出すること

ができるか否かでシステムの動作を確認することがで

きる．

また，本研究では検索精度を示すスコアとしてMAP∗

を採用した．
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∗Mean Average Precisionの略．各検索要求に対する平均適合率
（AP:Average Point）についての平均値

3 処理

3.1 レシピの構造

各レシピには，表 1に示すように 6種類のフィール

ドが存在する．

表 1:レシピに含まれるフィールド
フィールド名 説明

RecipeID レシピを識別する ID

title レシピのタイトル

ingredientLines 食材

preparationSteps 調理手順

attributes レシピの属性（カテゴリ，地域など）

totalTimeInSeconds 調理時間（秒）

3.2 検索要求の構造

検索要求の文章は実際に Yummlyのユーザが入力し

た文章であるため，その様式は様々である．

料理名や風味，季節，カテゴリ，調理方法，食材な

どが記されている．

検索要求の例を表 2に示す．

表 2:検索要求の例

検索要求 備考

oregano garlic olive oil pasta 食材と料理名が記されている

carrot cake with no butter 使用してはいけない食材が記されている

rosemary beef stew crock pot 調理器具が指定されている

diet low fat liquid diet カロリーなどの成分について記している

dessert no sugar no white flourレシピの属性について記している

asian radish 地域が記されている

3.3 スコアリング方法

本研究では表 1で示したうちの title, ingredientLine,

preparationStep, attributesの 4項目についてインデック

スを作成した．

この 4項目のそれぞれに対し，検索要求から検索語

を作成し，検索・スコアリングを行い，その結果を併

合したものをランキング結果として出力した．
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3.4 検索語の作成方法

検索語の作成手順の概略図を図 1に示す．検索語の

作成は以下の３つのステップによって行われる．

1. 検索要求からの単語の抽出（BASE）
2. 正解例からの単語の抽出（ORCL）
3. 検索要求から推定される単語の抽出（TEST)

最初に検索要求から想像される単語を抜き出し，BASE

を作成する．次に，検索精度を高めるために，正解例

に含まれている単語を抜き出す（ORCL)．最後に，抜

き出された語群のうち，語尾変化や同義語を拡張する

（TEST）．

図 1:検索要求から検索語作成手順

3.5 拡張の構造

本研究では検索精度を高めるために，BASEに含ま

れる単語からいくつかの単語を拡張し，それを検索語

として登録している．

そのために拡張用のデータベースを作成した．その

データベースに基づき，図 1の title検索の検索語であ

る“ ice cream”から ingredient検索と attributes検索に

検索語を追加している．

表 3:拡張データベースの抜粋
分類 検索語 拡張語

複数形への拡張 strawberry strawberries

類義語への拡張 icing frosting

題名→食材 cookie sugar,egg,flourなど

食材→食材 tropical fruit pineapple,bananaなど

題名→属性 cake dessert

3.6 評価
本研究では検索語から作成された BASEに，正解例

のサンプルから抜粋したものを加えたORCL，拡張デー

タベースを使用した TESTの 2種類の拡張手法を組み

合わせて 4種類の RUN1)を作成した（表 4）．

表 4: RUNの組み合わせ
RUNの識別名 検索語

B BASE

BO BASE，ORCL

BT BASE，TEST

BOT BASE，ORCL，TEST

表 4に示したそれぞれのRUNに関して，trac eval[3]

の MAPを算出した．その結果を表 5に示した．ただ

し，当研究室で独自に作成した正解例の一覧と，提供

されたサンプルを合わせたものを QREL2)として使用

した．表 5より，検索に対する情報量が多くなるほど，

検索の精度が向上しているのがわかる．

表 5:算出したMAP
RUNの識別名 MAP

B 0.6779

BO 0.6969

BT 0.7214

BOT 0.7417

4 おわりに
本研究室の手法の特徴としてレシピを 4つのフィー

ルドに分け，全文検索を可能にしたインデックスを作

成し，また独自データベースによって検索語を拡張を

行った点が挙げられる．これらは料理レシピの検索に

特化した一つの仕組みとして，一定の効果があったこ

とが確認できた．
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1)一定の手法によって作成された検索結果
2)トピックに適合する文書の集合．RUNを評価するための基準に

用いる．
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